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自動車の安全性能は日進月歩ですが、自動車の普及に対し交通インフラ整備が遅く、エアバッグ等の安全装備が

普及していない地域では交通死亡者が増加傾向です。また交通インフラの整備が進み、安全装備が普及している

先進国ですら交通死亡者ゼロには程遠く、近年グローバルの交通死亡者は約135万人で推移しています。私たちは

これからもさらに高性能な安全装置を追求、多くの地域で提供し、安心・安全な交通社会の実現に向けて貢献します。

特 集

かけがえのない命を守る交通社会の実現に向けて
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交通事故死傷者ゼロに向けたエアバッグ普及のために

1. 生産能力の強化

2. さらなるSS製品の進化
　世界保健機関(WHO)の報告によると近年世界中の交通

死亡事故の被害者は毎年約135万人で推移しています。さ

らに2020～2030年の間に、交通死亡事故の被害者の合計

は約1,300万人になると言われています。特に新興国では、

交通インフラの整備状況の遅れ、2輪車の比率が高いこと

と並んで、自動車用エアバッグなどの安全装置の普及が進

んでいないことが原因の一つだと考えられています。インド、

東南アジア等の自動車市場の成長が大きい地域では、法規

によるエアバッグの義務化やアセスメント強化によるエア

バッグの装着率向上の取り組みが進み、これからエアバッ

グの需要が増えていきます。

　また欧米や日本等では徐々に交通死亡事故が減っていま

すが、ゼロになるにはまだ解決すべき課題が多く、今後エ

アバッグ等の安全装置の持続的な進化により、救える事故

形態を増やしていきたいと考えています。

　さらにBEVや超小型モビリティなど、事故の際の乗員に

与える衝撃や車体の変形の度合いが従来の自動車と異なる

新たな乗り物が市場に現れたり、自動運転技術の進化によ

り運転中のドライバーの行動や乗車姿勢がより自由になる

ことも予想されており、それらに対する安全も考えていく

必要があります。

　これらの市場動向や環境変化に対し、SS事業の成長戦略

として、2本の柱を立てて取り組んでいます。

　2025年以降のエアバッグの装着数の増加に合わせて、中

国、インド、東南アジアで生産能力の強化を進めています。

　中国では華南地区に新工場を設立(2023年夏頃稼動開

始)、SS初の「TG先進工場コンセプト」の考え方を取り入

れた工場となり、効率的なモノづくりの追求、IoTやAIの

活用により生産状況がリアルタイムにどこからでも把握で

きます。

　また自働化を進めることで、増える需要に対する生産能

力を十分に確保しています。

　次に政府の方針で6エアバッグ(運転席、助手席、左右サ

イド&カーテンエアバッグ)の装着が義務化されることが

予想されるインドでは、現在の5倍以上の成長を予測して

おり、キャパシティ、コスト競争力確保のためにインフレー

タサプライヤーと足並みを揃えた現調化を進めています。

　東南アジアでもアセスメントで側突評価が導入され、エ

アバッグの需要が増えており、特に市場の成長が大きく、

日系OEMのシェアも高いインドネシアで新工場を設立し、

生産能力の強化を行いました。

　先進国の交通死亡事故の被害者の推移を見ると全体的に

は減少傾向となっています。自動車の衝突安全ボディやエ

アバッグ等の安全装置の進化が要因の一つです。今後自動

ブレーキや自動運転が進化し、事故そのものを予防できる

時代の到来が期待されますが、もう少し時間が必要だと言

われています。そこで万が一交通事故が発生した際に乗員

や歩行者などを保護するエアバッグ等の安全装置の持続的

な進化が必要です。

　2020年、当社は横からの衝突事故の際に乗員が反対側

に飛ばされることによる受傷を防ぐファーサイドエアバッ

グを量産化、その後も開発を継続し、多くの自動車メーカー

に高い評価をいただいています。また新開発のファーサイ

ドエアバッグは新たに厳格化されたアセスメントにも対応

しています。

　今後主流になるBEVでは車体構造の変化により、交通事

故の際に衝突時の乗員に対する衝撃が厳しくなる場合があ

り、衝撃吸収性の高い安全装置が求められます。

　また、今後先進的な意匠や乗車姿勢の変化が予想されて

おり、それらに合わせたエアバッグ等の安全装置の進化が

必要です。

　これらの開発を支える技術として強みとなるのがコン

ピューターによる解析技術になります。様々な車両や人体

をコンピューター上で再現し、さらにそれらを用いて事故

を再現することで、車両の壊れ方や人体の受傷の仕方を予

測し、それを新製品の開発にフィードバックします。また

医療機関や大学ともつながりを持ち、人体耐性の再現度を

向上させ、解析の精度を高めています。

　この技術により、エアバッグ単体だけでなく車両全体を

システムで解析することができ、車体やシートベルトも組

み合わせた保護性能向上の提案が可能になります。

　また、下肢の不自由なドライバー向けにハンドルの操作

だけで車両の進行を可能にするアクセルレバー付きハンド

ルを開発するなど、社会課題にも向き合っています。

Light Vehicle Production（IHS Apr,2021）と年平均成長率を基に、エアバッグ装着
率を当社で予測

（出典）世界保健機関（WHO）GLOBAL STATUS REPORT on Road Safety 2018

中国華南地区新工場

THUMS (仮想人体モデル）を使用した解析医
工連携により法規・アセスメントで評価されな
い受傷部位にも着目
THUMS：Total HUman Model for Safety

1.生産能力の強化
エアバッグの需要が増える地域の生産能力の強化

市場の自動車生産台数とエアバッグ装着数当社予測

製品開発ロードマップ 製品開発を支える解析技術

ファーサイド側突
 ファーサイドエアバッグ

後席乗員保護
 ラップエアバッグ

サイクリスト保護
 サイクリスト保護エアバッグ

BEV化による衝突G悪化
  CAE解析技術※により 

シートベルト＋エアバッグのシステムで対策提案

福祉車両向けハンドル
（アクセルレバー付き）

2.さらなるSS製品の進化
エアバッグの高性能化により従来のエアバッグで 
救えていない受傷形態をカバー

環境の変化に対応した製品開発とそれを支える技術開発

新工場完成イメージ

華北地区

華南地区

華東地区

天津TG
（天津豊田合成有限公司）
天津TG
（天津豊田合成有限公司）

張家港TG
（豊田合成（張家港）科技有限公司）
張家港TG
（豊田合成（張家港）科技有限公司）
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45

46

47

48

49

50

350

360

370

380自
動
車
生
産
台
数（
百
万
台
）

エ
ア
バ
ッ
グ
装
着
数（
百
万
個
）2025年 2030年

先進国

エアバッグ装着数

自動車生産台数

50

40

60

70自
動
車
生
産
台
数（
百
万
台
）

エ
ア
バ
ッ
グ
装
着
数（
百
万
個
）2025年 2030年

新興国

200

250

300

400

350
エアバッグ
装着数

自動車
生産台数

交通死亡者状態別内訳（％）地域別の交通死亡者数（千人）

日本

欧州

北米

ASEAN

中国

インド

0 200 400

日本

欧州

北米

0% 50% 100%

内 訳

自動車乗員 2～3輪車

サイクリスト 歩行者

※機械設計のプロセスにおける、コンピューターを利用した解析技術

自動運転中の自由な 
着座姿勢にも対応

エアバッグ

シートベルト
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データ価値創造ストーリー 価値創造の戦略 価値創造を支える基盤豊田合成について




